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【施設の概要】
・施設名称：旧仮屋原農村公園

・所 在 地：宮崎県宮崎市田野町乙11182番地

・敷地面積：4339.71㎡

・駐 車 場：なし

（特記事項）

・敷地内には、使用されていない文書庫と宮崎市

　文化財課が所管する郷土資料館（救弐の家）の

　建物があります。

　また、閉鎖中のトイレもあります。
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【調査の目的】
　　宮崎市田野町の『旧仮屋原農村公園』は平成６年度の「新・美しいむらづくりモデル地区整備事業」

　　による公園整備を行い、平成７年４月に開設されました。

　　地域の憩いの場として使用されていましたが、近年は利用者が減少し、ほぼ使用されない状況が続

　　いたことから、地域住民との協議、及び令和２年度に実施したパブリックコメントを行った結果、

　　意見等はなく、令和３年度に正式に施設の廃止が決定しました。

　　その後も、利活用について検討していましたが、民間事業者からの幅広い意見を聴取することも必要

　　と考え、活用方法について意見を募集することに至りました。

【調査期間】
　　令和７年５月１６日（金）　～　令和７年７月３１日（木）

【意見募集の際の条件】
　　・旧仮屋原農村公園は、隣接に川が流れ、自然豊かな場所に位置することから、ロケーションを活かした

　　　施設としての活用。

　　・旧仮屋原農村公園は「地域の憩いの場」として利用されていた経緯があることから、誰もが利用できて

　　　楽しめる施設としての活用。



【意見の応募件数】２件

【意見結果・概要】
　　＜１件目：有限会社 曽地電機＞

　　・（仮称）仮屋原自然休養所として、広場・公園はそのままに、文書庫は建物を

　　　解体し、オートキャンプ場を新設する。また、自立型サウナ・風呂を新設し、

　　　郷土資料館を受付として使用する。

　　＜２件目：有限会社 末原産業＞

　　 ・広場は、人も動物も自然を感じることのできる「ドッグラン」にする。また、

　　　再生可能エネルギー熱利用施設として、バイオマス事業で有効に活用しながら、

　　　浴場やキャンプ場、河川プール等の設置を行う。



【総括】

　　今回のサウンディング調査において、2件の具体的な利活用提案をいただきました。
　これにより、条件を反映した旧仮屋原農村公園の売却・利活用について、一定の市場
　性と民間事業者による事業化の可能性が確認できました

【今後の予定】

　　本調査で得られた意見や市場ニーズを踏まえ、令和７年度中に売却に向けた手続き

　を進めてまいります。


